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報道関係各位 

 

7月 6日（土）、北九州市立大学経済学部・姚智華研究室および九州産業大学商学部・船

岡健太研究室の学生が共同し、福岡証券取引所（福岡市中央区）が本年 12月 16日に開設

予定の Fukuoka PRO Market市場（以下、FPM）の関係者に向けて、市場活性化に関するア

イデアを提案します。 

 

＜北九州市立大学 姚智華研究室・九州産業大学 船岡健太研究室 

合同ゼミナール「Fukuoka PRO Market市場の活性化に向けて」＞ 

 

・日 時：2024年 7月 6日（土）13時 00分～17時 00分 

・場 所：九州産業大学 3号館 3306A教室 

      （福岡市東区松香台 2-3-1） 

・出席者：加來英彦氏（福岡証券取引所営業部長） 

      脇本源一氏（フィリップ証券取締役常務執行役員投資銀行本部長） 

      山本敬介氏（Geolocation Technology代表取締役社長） 

      北九州市立大学 姚智華研究室 14名、九州産業大学 船岡健太研究室 21名 

 

FPMは、福岡証券取引所が現存する本則市場、Q-Board市場に続く第三の市場として開設

するもので、プロ投資家向けの特定取引所金融商品市場です。特定取引所金融商品市場と

しては、東京証券取引所が開設する TOKYO PRO Market市場（以下、TPM）に続く二つ目の

市場となります。 

 

本則市場などの一般投資家が取引可能な一般市場では、投資家保護の観点から、証券取

引所が、新規上場を希望する企業に対して、利益額や時価総額等の基準を定めています。

一方、PRO Market市場は、投資判断に関する目利きの力を持つプロ投資家向けの市場で、

財務数値等の形式基準を設定しないという特徴を有しており、上場に対する門戸が広いこ

とから、先行する TPMへの新規上場企業は着実に増加している状況にあります。 

 

FPMは、Q-Board市場とは違い、九州周辺地域に本社・事業所等を有しているという地域

要件はなく、株式上場を目指す全国の成長意欲の高いベンチャー企業や中小企業に対して、

株式上場のゲートウェイになることを目指しています。このような FPMの活性化アイデア

について学生たちが、同市場関係者の 3名（次ページ）に対して、「FPMから Q-Board経由

で東証グロースを目指すルートの開発」や「事業承継問題の解決を目指した株式上場」、「上

場基準に ESGの要素を取り入れること」など計 7つの提案を行います。 
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〇報道関係問い合わせ先 
総合企画部広報課 中城 
TEL：092-673-5013 
ﾒｰﾙ：kohoka@ml.kyusan-u.ac.jp 

〇北九州市立大学に関する問い合わせ先 
北方キャンパス 企画戦略課広報係 
TEL：093-964-4196 
ﾒｰﾙ：kouhou@kitakyu-u.ac.jp 



 

Fukuoka PRO Market市場の関係者 

■加來英彦氏（福岡証券取引所営業部長） 

西日本シティ銀行からの出向者で、2021年 4 月から 2度目の出向中。2002年 4月からの

第 1 度目の出向時代より、2000 年 5 月に開設された福岡証券取引所のベンチャー企業向け

市場である Q-Board 市場への上場勧誘をしており、一号案件であるビジネス・ワン社（当

時長崎市本社）の上場を支援した他、cotta 社（津久見市）、エムビーエス社（宇部市）の

Q-Board市場への支援を行った。両社はその後、東京証券取引所マザーズ市場（現グロース）

へのステップアップ上場を実現し、現在も成長を続けている。2021 年 4 月からの出向 2 度

目では、福証プロマーケット市場を創設すべく、福証活性化推進協議会の分科会の組成・

福証への提言の取りまとめを行い、「Fukuoka PRO Market」実現のため活動中。 

 

■脇本源一氏（フィリップ証券取締役常務執行役員投資銀行本部長）           

大和証券および楽天証券で 17年間において新規株式公開の引受実務を担い、日本国内お

よびシンガポールのベンチャー企業で上場実務に携わるなど、40 年近く新規上場に従事し

ている。シンガポールの Catalist 市場における上場実務経験を生かし、TPM 市場の立ち上

げから現在まで一貫して同市場の発展に注力、「ミスターTPM」として活躍している。TPM

市場においてアドバイザー（一般市場の主幹事証券に相当）として最も多くの企業に関与

しているフィリップ証券の投資銀行部門の責任者として、FPM市場の開設準備にも携わって

いる。 

 

■山本敬介氏（Geolocation Technology代表取締役社長） 

静岡県三島市に本社を置く Geolocation Technology社の創業経営者として早い段階より

株式上場を通じた企業価値の向上に関心を持ち、2020 年 12 月に TPM 市場上場、2021 年 9

月に福岡証券取引所 Q-Board 上場を果たしている。同社はインターネットユーザーの位置

情報を活用した、効果的なウェブマーケティングを実現するサービスや不正アクセスを防

止するサービスの開発・提供に取り組んでおり、これらのサービスは一般企業や官公庁等

で幅広く利用されています。近年、注力している地方創生分野に向けたデジタルスタンプ

ラリーのツールである「てくてくスタンプ」）は、地方自治体の観光促進等で用いられてい

る。 

 

各研究室について 

■北九州市立大学経済学部・姚智華研究室 

ゼミでは、コーポレート・ファイナンスを中心に学び、コーポレートガバナンスやアセ

ットプライシングについても研究対象としている。研究室所属学生は、実際に株式投資や

ビジネスをしている者が多く、ファンドマネージャーやコンサルタント、起業を目指すこ

とが多い。また、北九州市に対する貢献として、毎年「北九州市洋上風力キャンプ×SDGs」

にチューターとして参加しており、全国からの参加学生に対しファイナンスに関連する助

言を行っている。 

 

■九州産業大学商学部・船岡健太研究室 

教員はファイナンス論、証券市場論等の授業を担当。研究室所属学生は、新規株式公開

時のアンダープライシング問題や地方における新規上場企業の輩出などについて関心を持

ち研究を行っている。学生を対象とする金融・経済学習コンテストである日経 STOCKリー

グに出場し、受講生が関心を持つ企業を対象に企業分析を行い、オリジナルの仮想ポート

フォリオを作成することにも取り組んでいる。また、地域貢献として、久留米商業高校、

筑後うどん振興会と共同で、「ベトナム向け筑後うどん新メニュー開発プロジェクト」にも

取り組んでいる。このプロジェクトにおいて実施しているデジタルスタンプラリーは、

Geolocation Technology社の「てくてくスタンプ」を用いて運用している。 
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